
中学校入学・進級おめでとうございます。
平成時代 後の４月、そして新たな令和元年を迎える春に、新入生１８７名が入学し、新２年生

１９７名、新３年生１８６名が進級し、全校生徒５７０名が、新年度のスタートを切りました。
教職員一同、保護者、地域の期待と信頼に応えるべく、一丸となって教育活動に専心してまいり

ます。本年度も保護者の皆様、地域の皆様のご理解とご支援をよろしくお願いいたします。

平成３1年度 狭山市立狭山台中学校 第４５回入学式・第１学期始業式 校長式辞より（一部抜粋）
＜新入生へ向けて＞

入学おめでとうございます…。今日から始まる３年間の中学校生活でのあらゆる
学びと経験は、「大人になるための基礎づくり」です。将来、幸せな人生を歩むた
めの「生き抜く力の基礎」を身につける大切な３年間です。入学にあたり、校長と
して君たちに伝えておきたい期待とぜひ守ってほしい思いをお話しします。

一つ目、「勉強に対して、前向きに取り組む」ということ。中学校の勉強は教科
毎に担当する先生が代わることは知っていますね。内容も小学校に比べて専門的になります。少し難しくもなり
ます。それでも勉強は、自分の将来のために必要な学びです。得意な分野や不得意な分野があるでしょう。しか
し、得意だから、好きだから一生懸命やる、不得意だから、苦手だからあまり積極的にやらないというのは、よ
くありません。何事も 初からうまくいくことばかりではありません。初めは難しく感じても、あまり上手にで
きなくても、少し我慢をしてやってみる、続けてみる。直ぐに諦めたり、面倒がらずに、とにかくやってみる。
「継続は力なり」です。そうしていくうちに、「わかった、できた」という喜びの気持ちが生まれてきます。そ
れを積み重ねていくことで、少しずつ自分に「自信」が持てるようになっていきます。中学校での勉強は、新た
な発見が沢山あります。ですから一つ目の期待は、「勉強に対して前向きに取り組んでほしい」ということです。

二つ目、中学校３年間で、「人として大切な力を身につける」ということ。
狭山台中学校には、目指す生徒像というものがあります。それは、「いつでも、
どこでも、当たり前のことが、当たり前にできる生徒」というものです。この
生徒像にある「当たり前のこと」というのは、将来、皆さんが「大人になった
ときに、人として身についていれば、幸せな人生につながる大切なこと」です。
このことをわかりやすく示すために、狭山台中には、「狭山台中当たり前十か条」
というものがあります。この十か条には、「あいさつや礼儀、中学校生活の基礎
的なこと等」が、皆さんに身につけてほしい力として具体的に示されています。
これから始まる中学校生活の色々な場面で、先輩方や先生方がしっかりと教え

てくれます。二つ目の期待は、「人として大切な力」を中学生の間に身につけられるように頑張ってほしいとい
うことです。最後に、ぜひ守ってほしい校長の思い、「人として、してはいけないことは、しない」ということ。

君たちは、小さい頃から親や先生などたくさんの人に、「人の物を盗ってはいけない」とか、「人や物を傷つけ
てはいけない」、「嘘をついてはいけない」など、人として大切なことを色々な経験をしながら教わり、学んでき
たはずです。どれも、人として当たり前に大切なことです。中でも、「人を傷つけない」ということは特に重要
です。在校生も含め皆さんは、狭山市の小中学校に通う「さやまっ子」です。さやまっ子なら、「さやまっ子の
誓い」というのを知っていますね。「いじめや差別を絶対にしません。させません。許しません」という誓いで
す。この誓いは、「人を傷つけない」ということにつながります。狭山台中学校でも先輩たちは、「いじめゼロの
学校を目指す宣言」をしています。つまり、「人を傷つけるような心ないことはしません」という宣言をしてい
るということです。宣言を実行できる人は、自分を含め他の人も大切に思う心が備わっている人です。ですから、
台中生になった新入生の皆さんも今日から出会った初めての友達、新しい仲間を大切に思って生活してください。
お互いを理解するのに少し時間が必要かもしれませんが、学校という場所は、「みんなちがって、みんないい。」
という言葉があるように、色々な考えや個性の人が居ていい場所です。生徒一人一人が、笑顔で安心して生活し
ていける場所でなければいけません。お互いを理解し合って、認め合って、「仲の良い学年」をつくっていって
ください。よろしくお願いします。 平成３１年４月８日 狭山市立狭山台中学校長 今村義浩

＜在校生に向けて＞
進級おめでとうございます。皆さんには歴代の先輩たちが繋いでくれた、「伝統

の行事」、「台中ブランドのあいさつ・無言清掃」をしっかり継承し、磨きをかけ
てもらえるようにお願いします。進級する学年でも明るく元気に落ち着いた学校
生活を送れるように一人一人が、お互いに大切な存在であることを常に意識しな
がら生活してください。そして、一年後の自分の姿をしっかりと思い描いて目標
を定め、今年は「こうありたい」としっかりと決意をして生活してください。「春」
は、人が、「変われる季節」です。今、自分にできること。頑張ればできそうなこ
と。そういうことを積み重ねながら、新年度の学校生活をスタートさせてくださ
い。今日から１８７名の新入生の先輩になりました。後輩たちのフォローとこれ
からの狭山台中学校をよろしくお願いします。
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○考えて行動できる生徒

○高め合う生徒

式場内の様子

発行者 狭山台中学校長 今村義浩

クラス発表の様子

学級開きの様子



退職・転出された先生方 お世話になりました！ 氏名・職・異動先等

御退職(県職員) 市内異動
○ 教諭 ○ 教諭・ 市立 学校
○ 教諭 ○ 教諭 ○ 教諭・ 市立 学校

○ 教諭・ 市立 学校
御栄転 ○ 教諭・ 市立 学校

○ 主幹教諭 市立 中学校 ○ 教諭・ 市立

市内異動 市外異動
○ 教諭・狭山市立 学校 ○ 教諭・ 市立 中学校
○ 教諭・狭山市立 学校（新採用） ○ 教諭・ 市立 中学校（新採用）
○ 教諭・狭山市立 学校 ○ 教諭・ 市立 中学校

新しく来られた先生方 よろしくお願いします！ 氏名・職・教科等・前任校等

県職：☆新採用(初任者) ◎市外転入 ○市内転補 ◇新規採用 ＊非常勤講師 □市職員

☆ 教諭・ ・ 新採用 ○ 教諭・ ・ 市立 中学校
◎ 教諭・ ・ 市立 中学校 ○ 教諭・ ・ 市立 中学校
◎ 教諭・ ・ 市立 中学校 ○ 教諭・ ・ 市立 中学校
◎ 教諭・ ・ 市立 中学校 ＊ 非常勤講師（初任者研修日代替教員）
○ 教諭・ ・ 市立 中学校
○ 教諭・ ・ 市立 中学校 市職員
○ 教諭・ ・ 市立 中学校 □ スクールサポートスタッフ

平成３１年度の教職員を紹介します 狭山台中の生徒たちを支えていきます
第１学年 第２学年 第３学年 あすなろ学級

学年主任 学年主任 学年主任 学年主任
１組 １組 １組 １組
２組 ２組 ２組 ２組
３組 ３組 ３組 学 年 外
４組 ４組 ４組 校長
５組 ５組 ５組 教頭
副担任 副担任 副担任 教務主任
副担任 副担任 副担任 初任者対応(曜日指定）
学年外県費教職員 初任者指導

養護教諭 事務主幹 ＳＣ 非常勤講師
市 採 用 職 員 AT ALT ｽｸｰﾙ ｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ

市費事務 市費事務 さわやか相談員 図書館司書

あすなろ介助員 介助員 校務員 校務員
配膳員 配膳員 配膳員 配膳員

部活動顧問の紹介 生徒諸君！一緒に頑張りましょう！！ ( )補佐 ※部活動指導員＊支援員

運動部活動名 顧 問 名 運動部活動名 顧 問 名 運動部活動名 顧 問 名
野球 （ ） 女子バレーボール ＊ 柔道
サッカー 男子バスケットボール 文化部活動名 顧 問 名
陸上競技 （ ） 女子バスケットボール

( )
吹奏楽 ＊

女子ソフトボール （ ） 男子卓球 美術
男子ソフトテニス 女子卓球

( )
茶道 （ ） ＊

女子ソフトテニス 剣道 ※ ものつくり(あすなろ学級)

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 日
2019火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 曜

国 昭 平 狭 ５ 全 一 埼 埼 春
民 和 常 山 時 国 ・ 玉 玉 季 授

四四の の 日 市 間 学 二 県 県 休 業
月月休 日 課 議 授 力 年 学 議 業 関

日

～

会 業 学 発 力 会 日 係
行行５ 議 習 育 学 議 ・
事事／ 員 状 測 習 員 学

予予17 一 況 定 状 一 校

定定４月の生活目標 般 調 況 般 行

○明るく元気にあいさつや返事 選 査 調 選 事

をしよう！ 挙 査 挙
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お世話になりました


